




Literature review on male nursing students' current status and educational involvement in 
maternal nursing practice 
 














関わりが求められる。   
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現状と課題」 保健科学研究誌 11，  
１－７ 2014（再掲）． 
２）贄育子，小幡孝志，室津史子 「母性看
























誌 18， 15-22 2018（再掲）． 
７）藤邉祐子，坂本保子，高橋雪子「母性看
護実習において男子学生が肯定的に捉え
た体験」 八戸学院大学紀要 57， 
145-151 2018（再掲）． 
８）厚生労働省「大学における看護系人材養
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番
号
著者 誌名 種類
掲載
年
論文名
対象者・
人数
目的 考察
1
羽田野花美
末永芳子，
中島由紀子，
多久島寛孝
保健科学研究誌
No11
pp 1－7
総説 2014
「男子学生の母性看護学実
習の現状と課題」
男子学生
１.母性看護学実習における男子学生の現状
２.男子学生の母性看護学実習に対する妊産婦・褥婦
の意識・態度
３.男子学生の母性看護学実習を受け入れる施設の状
況・意識・態度の３つの観点から見解を述べる
1.男子助産師や男子学生の就職の選択がない状況，男子学生の母性看護実習に
おける困難（少子化・高齢出産の増加，ARTによる出産，男子学生の増加，産
科医療施設の減少など）は，今後も予測されるため男子学生の母性看護学実習
は，看護教育制度の中で整理検討する必要と考える．2.対象や実習に対する丁
寧・誠実，謙虚，積極的態度が肯定的感情へ変えることができる可能性があ
る．3.母性看護の特徴，領域での勤務実態もないことから施設やスタップの負
担は大きい．女子とペアであるが受け持ちや見学・実施はほぼできているため
施設・スタッフの理解と多大な教育的配慮は大きい．
2
贄育子，
小幡孝志，
室津史子
ヒューマンケア
研究会誌
第5巻2号
pp　29-36
原著 2014
「母性看護実習における男
子学生の思い 」
男子学生9名
母性看護学実習に対する男子学生の思いを明らかにし
実習展開の示唆を得る
実習前は，性差による疎外感から不安を抱え，実習中は，対象者の関りを通し
て，学生にとって必要な経験として捉え，実習後は，母子並びの家族を捉えた
学修につながりを深める．また父性の促進につながっていることが示唆され
た．
3 贄育子
岐阜聖徳学園大
学看護学研究誌
第三号
pp 1-10
原著 2018
「母性看護学実習において
学生が抱く実習前の不安
感、実習中の困難感、実習
後の成長感と事前学習課題
の理解度及び有効性から考
察した効果的な学習支援」
看護学科3年
次学生女子
92名男子24
名
母性看護学実習において学生が抱く実習前の不安感、
実習中の困難感、実習後の成長感を男女別に検討し、
事前学習課題の理解度及び有効性を照合して、今後の
母性看護学教育における学習や講義・演習の在り方に
示唆を得ることを目的とする
男子学生が抱く困難感は，看護師を目指すものとしての意識ではなく，一個人
としての男性の意識で対象をとらえているために生じているのではないかと推
測された．対象中心の考え方でなく自分中心の意識へと傾くにつて性差の意識
が強くなり困難感が生じると考えられた．
4
二川香里，
松井弘美，
長谷川ともみ
母性衛生
第55巻4号
pp　659-66
原著 2015
「男子学生の視座から捉え
た母性看護実習における学
習過程」
看護大学4年
年生男子5名
看護系大学男子学生の母性看護実習に対する準備状態
と実習における学習過程を明らかにする
実習前の自己学習不足は，記録に対する不安の誘因となり，実習での学習効果
を低下，実習の大変さが残り人間的成長の妨げともなりうる．実習での学び
は，それまでの準備状況が大きく影響，学生の主体的能動的な学習を可能とす
る講義・演習の授業計画が不可欠．一連の経過としての内容を事前課題として
提示する．演習で使用した内容の理解度が高くアウトプット型学習の有効性が
示されたことから知識詰め込み式中心の教育を再考し講義・演習・実習の連続
性を踏まえた学生主体的能動的学習を可能とする母性看護学教授の必要性が示
唆された．
5
大野理恵，
長鶴美佐子
第48回日本看護
学会論文集
看護教育
pp 79-82
原著 2018
「男子学生が母性看護学実
習前から実習終了までに抱
く困難感」
男子学生9名
実習前から実習終了までの男子学生が抱く学習への困
難感を経時的視点で明らかにする
男子学生の学習効果を実習展開と高めるには，学生の性差に配慮した教育的か
かわりが必要．実習前は，男子学生の情意面を捉えて動機づけにつなげ，妊娠
から産褥への流れに沿った実習展開とし，対象との関わりのきかいを多く作る
ことが重要であると示唆された．
6
佐藤愛，
高橋由美子，
寄本飛鳥，
大井けい子
青森保健大学雑
誌18巻
pp 15-22
原著 2018
「母性看護実習での男子学
生のモチベーションに影響
する要因」
男子学生15
名
男子学生のモチベーションに影響する要因について明
らかにしそれら要因の対応策を検討する
教員の支援として男子学生の実習に関する思いの理解，男子学生に対する妊産
婦の受け入れ状況の十分な確認，スタッフと男子学生の関係づくりへの配慮，
男子学生の感動体験と自信を促進する支援，男子学生の孤立感の軽減する支援
が必要と考える．
7
藤邉祐子，
坂本保子，
高橋雪子
八戸学院大学紀
要57号
pp　145-151
原著 2018
「母性看護実習において男
子学生が肯定的に捉えた体
験」
男子学生7名
男子学生の母性看護実習における実習指導の在り方、
実習展開の方向性を見出す
実習前：看護チームの一員としての意識づけや自覚を促す．対象者により多く
のケアが実践できることを伝える．実習中：産科病棟で配慮すべき点を確認，
学生の不安や心配を受け止め早期に対処．トラブルの確認，メンバー間と連携
を促す．肯定的体験を早期に察知し次の学習につなげる．実習後：経験事項を
振り返り，母性看護学実習の意義を考えるように促す．命の尊厳について考
え，表現させる．肯定的体験を得られるような環境調整や指導を行うことが必
要であると考えられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　男子学生の母性看護学実習における現状と教育的関わりに関する文献一覧　
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